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1　九九を よんで、この 文で いちばん 言いたい ことを 1つ えらびましょう。
九九を おぼえる とき、はじめは 早口で となえて いました。でも、つっかえて ばかりで、早く いえるように な
りません。そこで、ゆっくり 書いて おぼえました。すると、声に 出しても つっかえず、早く いえるように な
りました。まちがいの 数は、あまり かわりませんでした。

1 九九は、早口で となえると、まちがいが へって いく。

2 九九は、ゆっくり 書くと、早く いえるように なる。

3 九九は、早口で となえると、早く いえるように なる。

4 九九は、ゆっくり 書くと、まちがいが へって いく。

2　かくれんぼを よんで、この 文で いちばん 言いたい ことを 1つ えらびましょう。
かくれんぼで、はじめは 小さく まるまって かくれて いました。でも、すぐに 見つかって しまいます。おにの 
うしろがわへ そっと 回って みると、なかなか 見つかりませんでした。見つからない こつは、かくれかたより、
いる 場しょなのです。

1 かくれんぼは、小さく まるまると 見つかりにくい。

2 かくれんぼは、おにの うしろへ 回ると にげやすく なる。

3 かくれんぼは、おにの うしろへ 回ると 見つかりにくい。

4 かくれんぼは、小さく まるまると にげやすく なる。

3　紙ひこうきを よんで、この 文で いちばん 言いたい ことを 1つ えらびましょう。
紙ひこうきを 遠くへ とばそうと、強く なげると、すぐに 下へ おちて しまいました。前へ そっと おし出すよう
に なげると、すうっと 遠くまで とびました。強く なげても、そっと なげても、空に いる 時間は あまり かわ
りません。

1 紙ひこうきは、そっと 出すと 長く 空に いる。

2 紙ひこうきは、強く なげると 長く 空に いる。

3 紙ひこうきは、強く なげると 遠くまで とぶ。

4 紙ひこうきは、そっと 出すと 遠くまで とぶ。

4　なわとびを よんで、この 文で いちばん 言いたい ことを 1つ えらびましょう。
なわとびが 長く つづかない 人は、高く とぼうと しがちです。でも、高く とぶと 足が すぐ つかれて、なわに 
ひっかかります。ひくく 小さく とんで、手首で なわを 回す ほうが、ずっと 長く とびつづけられます。

1 なわとびを 長く つづけるには、小さく とぶと よい。

2 なわとびを 長く つづけるには、なわを 少し みじかく すると よい。

3 なわとびを 長く つづけるには、毎日 とぶ ことが 大切だ。

4 なわとびを 長く つづけるには、前を 見て とぶと よい。
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答えと、たしかめるところ

1　答え：2
早口では『早く いえるように なりません』。ゆっくり 書くと『早く いえるように なりました』。
まちがいの 数は『あまり かわりませんでした』。

2　答え：3
まるまっても『すぐに 見つかって しまいます』。『おにの うしろがわへ そっと 回って みると、な
かなか 見つかりませんでした』と あります。ほかは 文と 食いちがうか、文に 書いて いません。

3　答え：4
強く なげると『すぐに 下へ おちて』、そっと なげると『遠くまで とびました』。空に いる 時間は
『あまり かわりません』。

4　答え：1
『高く とぶと 足が すぐ つかれて』『ひくく 小さく とんで…ずっと 長く とびつづけられます』と 
あります。ほかは 文に 書いて いません。

読み取るコツ
さいごの 文の まとめを 見つけます。文に ない ことは えらびません。


